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•  橋梁（鋼橋）に代表されるインフラ構造物の設計、製
作における基盤技術である溶接および熱加工に関する
力学的、材料的な研究を実施しています。

• 特に、インフラ構造物の維持管理や補修補強に溶接や
熱加工を利用する技術を開発しています。

• 経年鋼構造物の材料特性調査、疲労き裂の予防、腐食
損傷部の補修、防食塗装の更新と耐久性、火災を受け
た部材の耐荷性能評価などをテーマに、実験、数値シ
ミュレーションによるアプローチを行っています。

構造工学、鋼構造、インフラメンテナンス

熱加工技術を駆使した
インフラ構造物の維持管理、補修補強
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異種材料接合における界面形成過程に加え，界面近傍お
よび非界面部を含む材料体積全体を対象とした階層横断
的な構造・プロセス制御に基づいて，接合体の力学応答
および機能発現を能動的に設計する新しい接合設計原理
の構築を目指します．特に，外場支援プロセスによる反
応場制御，階層的傾斜機能・構造化に基づく破壊経路設
計，および外場下マルチスケール機構評価技術を統合す
ることで，界面特性への過度な依存から脱却した高信頼・
高機能な接合体の創製と社会実装への展開を図ります．

輸送機器・車両分野、エレクトロニクス分野

界面を基軸とした異種材料接合における
階層横断構造制御に基づく力学応答設計
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